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森と湖に親しむ旬間

　7月21日→31日

ユ
ー
ト
ピ
ア
'
9
0
と
タ
イ
ア
ッ
プ

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

気
軽
に
お
出
か
け
を
！

　
七
月
二
十
一
日
出
か
ら
三
十
一
日

脚
は
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
Ｌ
。
緑

と
水
に
ふ
れ
る
こ
と
で
身
も
心
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
同
時
に
森
林
や
ダ

八
」
河
川
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
こ
の
期
間
中
、
全
国
各
地

で
様
々
な
行
事
が
開
か
れ
ま
す
。
特

に
今
年
度
は
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
を
中
心

と
し
た
宇
治
川
上
下
流
で
全
国
行
事

の
式
典
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
ま

た
、
市
内
三
つ
の
地
域
で
は
、
ユ
ー
ト

ピ
ア
9
0
〈
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
っ
り
〉

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
参
加
で
き
る
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
ま
し
た
。
主
な
催

し
は
左
の
と
お
り
。
参
加
は
無
料
（
親

子
映
画
会
だ
け
有
料
）
で
す
。
家
族
そ

ろ
っ
て
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

★
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
一
市
役
所
農
林
茶
業
課
（
内
線
２
８
８
）

登
校
拒
否
は
依
然
増
加

　
〈
中
学
生
〉

　
社
会
規
範
や
法
律
に
違
反
す

る
反
社
会
的
問
題
行
動
は
、
件

数
八
百
二
十
九
件
、
指
導
延
べ

人
数
は
千
五
百
六
土
ハ
大
。
前

年
度
に
比
べ
、
件
数
で
一
四
％

の
減
、
指
導
延
べ
人
数
で
一
七

妬
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
子
の
占
め
る
比
率
は
二

七
％
で
、
前
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
反
社
会
的
問
題
行

動
は
、
昭
和
六
十
年
度
以
降
増

加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
元
年
度
は
五
年
ぶ
り
に
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校

現
場
な
ど
の
不
断
の
努
力
が
実

を
栢
ん
だ
も
の
と
考
兄
ら
れ
ま

す
。

　
内
容
別
に
見
る
と
、
①
喫
煙

（
百
三
十
七
件
、
二
百
八
十
九
人
）

②
エ
ス
ケ
ー
プ
ほ
か
（
百
二
十

二
件
、
二
百
三
十
五
人
）
③
生

徒
間
暴
力
（
八
十
七
件
、
百
十
九

大
）
④
万
引
き
（
八
十
三
件
、
百

九
十
八
人
）
⑤
教
師
反
抗
（
六

十
四
件
、
七
十
二
人
）
⑥
い
じ

め
・
い
や
が
ら
せ
（
四
十
件
、
百

▼登校拒否･怠学児童生徒の推移

九
人
）
⑦
無
断
外
泊
（
三
十
九

件
、
四
十
八
人
）
の
順
。
前
年

度
に
比
べ
て
、
生
徒
間
暴
力
、

対
教
師
暴
力
、
恐
喝
、
教
師
反

元年度小･中学生問題行動の現況

中学生の

　　校内暴力は減少

抗
は
減
少
し
、
エ
ス
ケ
１
‐
ｌ
・
プ
、

薬
物
乱
用
が
増
加
し
て
い
ま
ず
。

　
一
方
、
対
人
的
・
社
会
的
接
触

を
避
け
ぞ
？
と
す
る
非
社
会
的

▼中学生の校内暴力件数の推移

(件)

150･

問
題
行
動
で
は
、
年
間
五
十
日

以
上
登
校
拒
否
で
欠
席
し
た
生

一

徒
の
実
人
数
は
八
十
人
で
、
前

年
度
よ
り
十
人
増
と
な
っ
て
ぃ

Ｉ

ま
す
。
ま
た
、
年
間
五
十
日
以
上
一

怠
学
で
欠
席
し
た
生
徒
の
実
人

一

数
は
六
十
四
人
で
、
前
年
度
よ
Ｉ

り
十
四
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
〈
小
学
生
〉
　
　
　
　
　
　
一

　
反
装
回
背
汚
ヽ
隻

数
百
九
十
七
件
、
指
導
延
べ
人
一

箆
四
百
四
十
八
人
・
前
年
度

　 　

に
比
べ
。
件
数
で
三
一
百
の
増
、
一

指
導
焚
人
啓
三
分
の
旦

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子
・

の
占
め
る
比
率
は
一
八
％
で
前

年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
的
に
見
る
と
、
①
万
引

責
六
十
一
件
、
百
二
十
一
人
）

②
金
銭
の
持
ち
出
し
（
四
十
一

件
、
五
十
二
人
）
③
金
銭
物
品
盗

（
二
十
件
、
三
土
ハ
人
）
④
い
じ

め
・
い
や
が
ら
せ
（
十
八
件
、

八
十
三
人
）
⑤
放
火
・
火
遊
び

　
（
十
四
件
、
四
十
人
）
⑥
悪
質

な
い
た
Ｔ
り
（
十
三
件
、
三
十

七
人
）
の
順
。
前
年
度
に
比
べ

て
、
家
出
・
生
。
徒
間
暴
力
は
減

少
し
、
金
銭
の
持
ち
出
し
、
金

銭
物
品
盗
、
い
に
ゐ
・
い
や
が

ら
せ
が
増
加
し
て
い
未
丁
。

　
非
社
会
的
問
題
行
動
で
は
、

年
間
五
十
日
以
上
登
校
拒
否
で

欠
席
し
た
児
童
の
実
人
数
は
三

十
一
人
で
、
前
年
度
よ
１
　
ハ
人

増
と
な
っ
て
い
‘
’
ヂ
。
ま
た
、

年
間
五
十
日
以
上
怠
学
で
欠
席

し
た
児
童
の
実
人
数
は
八
人
で
、

前
年
度
の
三
人
牽
否
７
上
回

っ
て
い
未
了
。
（
青
少
年
婦
人
課
）
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開会式・鼓笛隊パレード

　　27日ｓ午後5時半:塔の島

全国行事

･オｰプニング

・森と湖に親しむコンサート

　　　　一河合奈保子ショー･にこにこぷんショーほか－

　　　　　　　　28日は)午後４時半:大津市大石緑地

　　　　[g嘔煕沼隈ふ黎1!剱ｙ゛会ｌ]

地方行事

・前夜祭｢宇治川薪能」｢ＹＡＳ－ＫＡＺコンサート｣

　　　　　　　　　　27日ｓ午後6時:塔の島

塔の島エリア･いずれも28日(土）=

　・ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ　　　　　　　午SilO時

　・バードウォッチング　　　　　　　午前11時

　・チャレンジカヌー　　　　　　　　午前11時

　・木とのふれあい･体験ｺｰﾅｰ　　　　正午

　・たらい乗り競争゛　　　　　　　　正午

　・魚釣り大会　　　　　　　　持ち込みは午後2時~3時

　・アマチュアロックコンサート　　　午後5時

　・網代木･筒車(水車)実演

一天ケ瀬エリアー

　・ダム湖パトロール　　　　23日囲~25日附:･天ヶ瀬ダム

　・ﾌｧﾐﾘｰ･サマースクール　28日出~29日Ｓ:天ヶ瀬発電所

　・間伐材で遊ぼう　　　　　28日ｌ午煕時:天ヶ薫森林公圓

　・山びこ大会　　　　　　　28日ｌ午前開:天ヶ瀬森林公圓

一中央エリアー

　・宇治浄水場一般公開　　　　26日削~27日圀:府宇治浄水禰

　・親子映画会･親子ふれあいフェスティバル（入堪料:1人500円）

　　　　　　　　　　　　　　27日ｉ~29日旧:文化ｾﾝﾀｰ

　・市民桧画展　　　　　　　　26日哨~28日ｌ:中央公民館

　・市民写真展　　　　　　　　27日ｌ~29日旧:文化ｾﾝsｰ

　・ｽﾎﾟｰﾂの広場一二ﾕｰｽﾎﾟｰﾂ･サッカーPK合戦ほか-

　　　　　　　　　　　　　　29日旧午闘時:菟遺第二小学校

　・ふれあい広揚　-あそびの広循･こども博物館-

　　　　　　　　　　　　　　29日囲午前10時:中央公民館

　・夜店･お祭り広揚　　　　　29日ｓ午後4時:産業会館前

　・うたの広嘱･ｶﾗｵヶ大会゛　29日ａ午後5時:産業会館

　・盆おどりの夕べ　　　　　　29日ｓ午後6時:総合福祉会館僕

　、　．森と湖に親しむ旬間実行委員会

　王催‘ユートピア'90実行委員会（地方行事のみ）



牛乳パックではがきや

　　　　しおりを作ろう

晶晶晶夏休みこども消費者教室晶晶晶

　
牛
乳
パ
″
ク
は
、
一
〇
〇
％
良

質
パ
ル
プ
か
便
っ
て
作
ら
れ
て
い

ま
ず
。
全
国
で
は
、
一
日
に
約
九

百
万
本
の
牛
乳
パ
″
ク
が
倣
り
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
作
る
に
は
、
二

十
～
三
十
年
か
け
て
育
っ
た
木
が

約
六
千
本
も
必
要
。
伐
採
面
積
は

約
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
な
り
未
７

　
こ
の
牛
乳
パ
″
ク
は
、
捨
て
れ

ば
「
ご
み
」
で
す
が
、
生
か
せ
ば

「
資
源
」
と
し
て
再
生
１
星
す
。

　
市
で
は
、
夏
休
み
こ
μ
石
消
費

者
教
室
と
し
て
、
牛
乳
パ
″
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
教
室
を
開
章
示
す
。

は
が
章
や
し
お
息

地
球
の
環
境
や
省
資
源
に
つ
い
て

考
凡
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
さ
・
と
こ
ろ
…
７
月
2
6
日

内
＝
横
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

７
月
2
7
日
胞
＝
伊
勢
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
４
時
▼
内
容
・
：
牛
乳
パ
″
ク
を

使
っ
て
の
は
が
き
・
し
お
息
作
り

▼
指
導
・
・
・
息
撮
興
課
職
員
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～

中
学
生
▼
定
員
・
：
各
2
0
人
（
先
着

順
）
▼
参
加
費
…
無
料
▼
持
ち
物

・
・
・
筆
記
具
・
エ
プ
ロ
ン
▼
申
し
込

み
・
・
・
自
治
振
興
課
（
内
線
３
８
５
）

へ
電
話
で
。
　
（
自
治
振
興
課
）

お
知
ら
せ

　
地
蔵
盆
巡
回
上
映

　
八
月
土
八
日
團
～
二
十
日
面
は
、

土
ハ
ミ
リ
映
写
機
と
フ
″
ル
ム

の
貸
し
出
し
は
行
わ
ず
、
公
民
館

サ
ー
ク
ル
「
宇
治
映
画
同
好
き

の
協
力
で
、
希
望
の
地
域
・
団
体

へ
巡
回
上
映
し
示
ｙ
。
次
の
要
領

で
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
巡
回
期
間
・
・
・
８
月
1
8
日
出
・

1
9
日
面
▼
上
映
時
間
…
昼
間
は
相

談
し
て
決
定
。
夜
間
は
午
後
７
時

上
映
は
約
5
0
分
▼
申
し
込
み
・
・
・
７

月
1
2
日
俐
・
1
3
日
金
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
1
4
日
出
＝
午
前
９

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
海
や
湖
で
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
が
花
盛
り
で
す
。
近
年
は

そ
の
種
類
も
多
く
な
り
、
ス
リ

ル
奎
氷
め
て
、
よ
り
速
ぐ
・
よ

り
遠
ぐ
・
よ
り
深
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反

面
、
危
険
度
も
高
く
な
り
、
知

識
や
技
術
か
干
分
４
に
付
け
て

い
な
い
た
め
の
事
故
や
け
が
が

急
増
し
て
い
書
了
。

　
警
察
の
水
難
事
故
調
査
に
よ

る
と
、
セ
ー
ジ
ン
グ
ボ
ー
ド
（
ウ

時
～
正
午
に
、
中
央
公
民
館
（
豊

2
0
・
1
4
1
1
）
へ
来
館
で
。

　
フ
″
ル
ム
の
選
定
は
同
公
民
館

に
任
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
希
望

が
多
数
の
場
合
は
調
整
し
、
調
整

で
き
な
い
場
合
は
抽
選
に
な
る
時

が
あ
り
ま
ず
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
児
童
手
当
の
請
求

　
児
童
辛
当
は
、
生
活
の
安
定
と

児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
ご
と
を

目
的
に
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
を
貪
早
八
歳
未
満
の
児
童
を

二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
人
（
所

得
制
限
あ
り
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
資
格
が
あ
っ
て
、
ま
だ
支

給
か
膏
け
て
い
な
い
人
は
、
福
祉

年
金
課
母
子
児
童
福
祉
係
（
内
線

３
３
６
）
へ
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
児
竜
子
包
曼
給
中
の

人
で
、
ま
だ
現
況
届
か
提
出
し
て

い
な
い
人
は
、
至
急
同
課
に
提
出

を
。
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
母
子
家
庭
等
児
童
扶
養
手
当

　
認
定
請
求
の
期
限

　
離
婚
な
芦
で
父
と
一
緒
に
牟
活

で
き
な
い
児
童
の
母
・
父
が
身
体

な
ど
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
母
、
・

ま
た
は
母
に
代
わ
っ
ア
モ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
ず
。

　
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
に
、

こ
の
手
当
の
支
給
要
件
が
生
じ
た

人
は
、
要
件
が
生
じ
た
日
か
ら
五

　
水
上
や
水
中
の
事
故
は
、
直

接
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り
本
子
。

セ
ー
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
や
サ
ー
フ

ィ
ン
ボ
ー
ド
の
使
用
に
は
、
次

の
点
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
購
入
す
る
時
〉
①
専
門
知
識

年
が
過
ぎ
る
と
、
原
則
と
し
て
、

支
給
大
里
で
き
な
く
な
り
ま
す

か
ら
、
至
急
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
ぐ
は
福
祉
年
金
課
ほ
子

児
章
福
祉
係
（
内
線
３
３
６
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
　
一
般
水
泳
教
室

　
▼
と
き
…
７
月
2
7
日
面
～
８
月

３
日
面
ま
で
の
７
回
（
2
9
日
間
は

除
く
）
、
午
後
６
時
～
８
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
西
宇
治
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象

・
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
の
人
▼
定
員
：
5
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し

込
み
…
市
民
体
育
課
（
内
線
４
７

９
）
へ
電
話
で
。
吊
民
体
育
課
）

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
…
７
月
1
1
日
困
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
対
象
・
：
３
・
４

歳
児
▼
内
容
・
・
・
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
問
い

合
わ
せ
・
：
中
央
図
書
館
（
豊
2
0
・
1

5
1
1
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
1
4
日
出
、
午
後

３
時
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
吏
屋
▼
内
容
・
：
ス
ト
’
―
‐

リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
す
ば
な
し
）
▼
対

象
・
・
・
昔
話
・
絵
本
・
物
語
忿
聞
き
た

い
子
供
▼
参
加
費
…
無
料
▼
問
い

合
わ
せ
・
・
大
西
雅
子
さ
ん
（
豊
2
4
・

4
8
0
7
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

る
の
で
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
良

い
店
か
選
ぶ
。

　
〈
訓
練
を
受
け
る
〉
友
人
に
教

え
て
も
ら
っ
て
、
す
ぐ
に
海
に

入
る
人
が
い
車
ふ
、
こ
れ
は

事
故
の
も
と
。
必
ず
専
門
の
指

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
花
盛
り

　
技
術
と
知
識
を
十
分
に

イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
）
に
よ
る
　
夕
痔
っ
た
販
売
員
の
い
る
店
を

事
故
が
Ｉ
位
忿
占
め
、
ス
キ
ュ
　
’
選
ぶ
②
経
験
や
技
術
の
程
度
に

Ｉ
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
サ
ー
ブ
　
　
あ
っ
た
商
品
か
選
ぶ
③
セ
ー
リ

″
ン
ボ
ー
ド
な
ど
の
事
故
も
、
　
ン
グ
ボ
ー
ド
は
、
風
や
波
の
衝

急
増
し
て
い
未
了
。
　
　
　
　
　
撃
で
部
品
な
ど
が
よ
ぐ
破
損
す

導
員
に
よ
る
訓
練
を
受
け
て
か

ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
使
う
時
〉
’
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ

は
、
体
温
の
低
下
夕
防
ぎ
、
打

撲
や
切
ひ
傷
な
ど
の
け
が
の
程

宇
治
川
花
火
大
会

月８月10日

花
火
観
覧
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
入
場
券
発
売
中

　
宇
治
の
夏
の
夜
空
金
言
第

三
十
回
宇
治
川
花
火
大
会
の
、

花
火
観
覧
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
楽
し
め
る
入
場
券
を
発
売
し

て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
1
0
日
岡
午

　
小
・
中
学
校
講
師

　
登
録
者
を
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・

中
学
校
の
講
師
登
録
者
盈
辱
集
し

て
い
求
ｙ
。
教
育
職
員
免
許
か
痔

ち
'
ｔ
i
彝
翠
希
望
ず
る
人
は
、
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
ほ
っ
て
、
教
育
委
員

会
総
務
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
4
5
、

内
線
４
６
４
）
へ
。
郵
送
可
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
平
成
二
年
度
第
二
次
自
衛
官
募

集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
▼
種
別
ふ
庁
付
け
・
対
象
・
・
・

ｏ
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
＝

９
月
3
0
日
間
ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
7

歳
禾
満
ｏ
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・

宇
＋
9
月
５
日
ぶ
Ｔ
３
年
３
月

中
旬
ま
で
、
３
年
３
月
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者
ｏ
男
子
曹
候
補

度
夕
軽
く
し
ま
ず
。
ま
た
、
救

命
胴
衣
は
、
遭
難
時
に
は
大
切

な
も
の
で
す
。
必
ず
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
〈
点
検
を
〉
海
な
ど
へ
出
る
前

は
、
必
ず
可
動
部
や
材
質
m

検
レ
笙
し
。
う
。
一
年
で
交
換

す
る
の
が
望
ま
し
い
部
品
が
、

た
ぐ
’
｛
元
あ
り
毒
了
。

　
〈
天
候
を
知
る
〉
海
の
ス
ポ
ー

ツ
事
故
の
大
半
は
、
悪
天
候
と

深
く
関
係
し
て
い
ま
ず
。
天
気

予
報
に
注
意
し
、
無
理
の
な
い

ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

後
５
時
か
ら
（
雨
天
順
延
）
▼
と

こ
ろ
…
宇
治
公
園
中
の
島
朝
霧

橋
た
も
と
▼
内
容
・
：
宇
治
川
太

鼓
・
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
カ
ー
ニ
バ

ル
・
角
川
朝
江
コ
ン
サ
ー
ト
ー

チ
ャ
ン
バ
ラ
ト
リ
オ
▼
料
金
・
Ｅ
・

士
＝
８
月
１
日
困
～
９
月
1
8
日
叫

ま
で
、
高
卒
（
見
込
み
）
2
7
歳
未
満

Ｏ
男
子
一
般
曹
候
補
学
生
９
８
月

１
日
困
～
９
月
1
8
日
㈹
ま
で
、
高

卒
（
見
込
み
）
2
1
歳
未
満
Ｏ
男
子
航

空
学
生
＝
８
月
１
日
困
～
９
月
1
8

日
㈹
ま
で
、
高
卒
（
見
込
み
）
－
Ｊ
歳

未
満
Ｏ
女
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空

士
＝
８
月
１
日
困
～
９
月
2
8
日
圖

ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
。

　
三
年
三
月
新
規
高
等
学
校
卒
業

予
定
者
の
受
け
付
け
と
試
験
期
日

は
、
以
上
の
こ
と
に
か
か
わ
ら
ず

文
部
・
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た

期
日
以
降
に
実
施
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
豊
4
4
・
7
1
3
9
）
か
市
役
所
企

画
管
理
部
総
務
課
（
内
線
４
３
２
）

へ
。
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
「
観
光
宇
治
」
発
行
と

　
土
ひ
ね
り
ツ
ア
ー
募
集

　
囲
宇
治
市
観
光
協
会
で
は
、
市

内
の
社
寺
や
隠
れ
た
名
所
を
訪
ね
、

月
々
の
催
し
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な

観
光
情
報
を
紹
介
す
る
広
報
誌

「
観
光
宇
治
」
を
、
四
季
ご
と
に
年

四
回
発
行
。
観
光
セ
ン
タ
’
‐
‐
・
、
観

光
案
内
所
、
各
公
民
館
、
市
内
の

主
な
旅
館
・
茶
業
店
・
土
産
物
店

な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
未
了
。

　
七
月
一
日
蔀
吋
の
「
夏
号
」
で
は

特
別
企
画
と
し
て
「
土
ひ
ね
り
ツ

ア
ー
」
の
参
加
者
か
募
集
し
て
い

車
ゐ
で
、
ご
覧
の
う
ぇ
、
応
募

2
0
0
0
円
▼
発
売
所
・
・
・
観
光

セ
ン
タ
ー
、
観
光
案
内
所
（
宇

治
橋
西
詰
・
近
鉄
大
久
保
駅
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
電
話
予
約
・
‥
・

㈲
宇
治
市
観
光
協
会
（
豊
2
3
・
３

ａ
４
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、

観
光
協
会
（
き
2
3
・
3
3
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
…
７
月
2
8
日
出
、
午
後

１
時
と
４
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
…

黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
か
際
く
）
▼
定
員
・
：

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
1

0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
７
月
1
5
日
㈲
、
午
前
９
時
か
ら
、

直
接
黄
栞
体
育
館
（
酋
3
3
・
4
0
0

1
）
へ
、
顔
写
真
（
３
ｔ
Ｘ
２
・
５

ｔ
）
が
必
要
。
　
　
（
公
園
公
社
）

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
講
座
を
開
き
毒
ｙ
。

申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
人
容
4
6
・

0
6
8
8
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

城南地域職業訓練センターのＯＡ講座

m座名 期間 曜日 時間
回数
(61)瀾 受講料　(円)

パソコン(初級)
7/30-

　9/20
月

木

18

●●
30
S
21

00

14 20 16,800

パソコン
(架び) 7/30-

　9/6
10 10 12,000

奥

谷卜

子
宮

ガン

検
診

受
付
中

||

IE

に農¶ir^Hr●

文化財への夏の防火

キャンペーン
７月17日～31日に実施

　
ふ
汪
、
火
に
対
す
る
警
戒
心

が
薄
れ
、
火
災
の
多
発
が
予
想

さ
れ
る
時
期
で
す
。
市
内
に
数

多
く
あ
る
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り

が
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
消
防
本
部
で
は
、
七
月
十
七

日
脚
か
ら
十
五
日
間
、
次
の
重

点
目
標
を
掲
げ
て
「
夏
の
防
火

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
未
了
。

　
①
。
社
寺
等
に
お
け
る
防
火

管
理
の
徹
底
強
化
。

　
②
参
拝
者
等
へ
の
防
火
啓

発
推
進
。

　
③
社
寺
周
辺
地
域
住
民
等

に
対
す
る
防
火
啓
発
推
進
強
化
。

　
期
間
中
、
社
寺
な
ど
を
対
象

に
、
予
防
査
察
の
実
施
・
各
種

消
防
訓
練
の
実
施
と
指
導
・
社

寺
境
内
で
の
防
火
対
策
舎
行
う

と
と
も
に
、
周
辺
地
域
住
民
な

ど
を
対
象
に
、
防
火
座
談
会
の

開
催
・
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
・

家
庭
を
訪
問
し
て
火
災
予
防
に

協
力
か
呼
び
か
け
る
な
ど
の
運

動
名
一
作
り
広
げ
ま
ず
。
ま
た
、

社
寺
や
市
民
な
ど
に
「
放
火
さ

れ
な
い
環
境
づ
く
り
」
の
推
進

指
導
も
行
い
ま
ｙ
。

　
火
災
予
防
に
関
す
る
こ
と
や

消
防
の
相
談
は
、
最
寄
り
の
消

防
（
分
）
署
へ
、
気
軽
に
お
問
い

致
笹
欠
　
　
（
消
防
本
部
）

９
月
末
ま
で
「
食
中
毒
注
意
報
」
の
発
令
期
間

　
我
が
国
の
夏
は
、
高
温
多
湿

の
気
候
で
、
特
に
食
忠
母
の
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
こ
の

た
め
、
府
で
は
、
七
月
一
日
か

ら
九
月
三
十
日
ま
で
を
『
食
中

ｔ
｀
注
意
報
』
の
発
令
期
間
と
し
、

食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
気
象

条
件
の
日
に
発
令
し
濠
ｙ
（
四

十
八
時
間
継
続
し
ま
す
）
。

　
こ
の
食
忠
窪
意
報
の
発
令

は
、
食
品
の
衛
生
管
理
鳶
呼
び

か
け
、
食
中
毒
か
禾
然
に
防
ぐ

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

市
民
の
皆
ポ
ん
へ
は
、
次
の
方

　
市
で
は
、
牛
活
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
、
私
道
な
ど
の
舗

装
新
設
工
事
に
対
し
て
、
申
請

に
稀
つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付
。

今
年
度
か
ら
は
、
舗
装
の
補
修

や
排
水
設
備
の
補
修
・
改
良
な

芦
も
補
助
対
象
と
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
お
こ
た
え

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
▼
対
象
（
次
の
要
件
冷
于
ぺ

法
で
お
知
ら
せ
し
康
ｙ
。

　
一
、
市
役
所
と
保
健
所
に
、

「
食
忠
窪
意
報
発
令
中
」
の
告

知
板
か
掲
げ
ま
ず
。

　
二
、
ラ
ジ
オ
ー
テ
レ
ビ
・
新

聞
な
３
０
Ｐ
報
導
葛
ほ
か
、
学

校
給
食
施
設
へ
も
、
府
か
ら
連

絡
し
康
ｙ
。

　
食
中
毒
に

　
か
か
ら
な
い
た
め
に

　
食
中
毒
に
か
か
ら
な
い
た
め
、

食
品
の
取
り
扱
い
に
は
、
次
の

こ
と
に
気
公
付
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

て
満
た
す
私
道
等
）
・
・
・
①
不
特

定
多
数
の
者
の
用
に
供
し
て
い

る
も
の
②
幅
員
が
２
・
５
封
以

上
の
も
の
（
袋
路
状
の
道
で
は

ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
未
了
）

③
街
き
ょ
、
側
溝
、
暗
き
ょ
及

び
雨
水
車
専
の
排
水
設
備
の

あ
る
も
の
④
建
設
完
了
後
３
年

以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
▼
対

象
者
…
整
備
工
事
か
共
同
営
と

　
山
調
理
し
た
食
品
は
、
早

く
食
べ
る
。

　
②
冷
蔡
冪
過
信
し
な
い
。

庫
内
か
清
潔
に
し
、
庫
内
温
度

か
角
度
以
下
に
保
つ
。

　
倒
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き

ん
な
ど
？
よ
ぐ
洗
い
、
日
光
消

毒
な
芦
矛
行
う
。

　
㈲
ネ
ズ
ミ
や
ゴ
キ
ブ
リ
を

駆
除
す
る
。

　
○
手
指
に
傷
の
あ
今
人
は
、

で
政
る
だ
け
調
理
し
な
い
。

　
㈲
用
便
後
、
調
理
前
、
食

前
に
は
よ
ぐ
手
盈
岑
。

　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

し
て
行
う
町
内
会
ま
た
は
自
治

会
等
▼
補
助
額
・
・
・
市
長
が
定
め

る
基
準
に
よ
り
認
定
す
る
工
事

費
の
１
分
の
Ｉ
に
相
｛
ヂ
る
額

▼
申
請
・
・
・
補
助
金
交
付
申
請
書

を
工
事
着
手
予
定
日
の
3
0
日
前

ま
で
に
道
路
課
へ
▼
申
請
期
限

・
・
・
1
2
月
2
8
日
金
▼
問
い
｛
お
せ

・
・
・
道
路
課
（
内
線
４
９
７
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
課
）

1136

食
品
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
よ
う

ご
利
用
く
だ
さ
い
私
道
整
備
補
助

塗
装
の
新
設
・
補
修
排
水
設
備
の
補
修
・
改
良
に

基
本
健
康
診
査
・
実
施
中

子
宮
ガ
ン
検
診
・
受
付
中
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